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兵庫県洲本市。遠い神話の時代の話。伊弉諾・伊弉冉の二柱の神様が、ま
だドロドロした世界を固めるために天の沼を大海原に差し込んで固めた。そ
の時にできた島が淡路島だという。

その淡路島が今回の「高田屋嘉兵衛物語」の舞台である。



江戸時代というと鎖国政策で厳し
。い取り締まりがなされていた時代

大黒屋光太夫の数奇な運命を描い
た井上靖の「おろしや国酔夢譚」
は 年に伊勢の国を出発した光1782
太夫ら 人を乗せた船「神昌丸」17
が難破・漂流、当時ロシア帝国の
属領だったアムチトカ島に漂着し
たところから物語は始まる。様々
な苦労をして光太夫は最終的に帰
国出来たが、江戸で幽閉同然に扱
われたと書かれている。当時の社
会からはおそらくそうであろうと
思われる。
一方、高田屋嘉兵衛がロシアの艦
艇にとらわれたのは 年のこと1812
だったから、 年もあとの話であ30
る。

高田屋嘉兵衛

ロシア皇帝艦ディアナ号のゴロヴニン艦長



まず最初に、兵庫県淡路島にある、高田屋嘉兵衛が生まれた洲本市五色町にある高田
屋顕彰館に掲載されている「物語」を全文引用したい。

（ ）1769 6明和
年 月 日 旧1 1 （
暦 、高田屋嘉）
兵衛は淡路島
都志本村（つ
しほんむら）
（現・洲本市
五色町都志）
に 人兄弟の6
長男として生
まれました。
幼い頃から海
に親しみ船を
愛した嘉兵衛
には、少年時
代、近くの川
に玩具の船を

、浮かべながら
潮の満干を調
べて大人達を
驚かせたとい
った逸話がい
まも語り継が

22れています。
歳で兵庫（現

・神戸市兵庫区）に出た嘉兵衛は、大坂 （大阪）
と江戸の間を航海する樽廻船(たるかいせん)の水
主（かこ)となり、船乗りとしてのスタートを切り
ました。

やがて優秀な船乗りとなった嘉兵衛 は兄弟たち

と「高田屋」を立ち上げ、 日本海の湊を結びなが
ら大坂と蝦夷地 （北海道）を行き交う廻船問屋と
して活躍します。 歳で当時 国内最大級の千五28
百石積の船｢辰悦丸（しんえつまる）｣を建造し、
まだ寂しい漁村にすぎなかった箱館（函館）を商
売の拠点としました。

その頃世界では、大航海時代を経て、 新たな交
流の時代を迎えていました。 ロシア人を日本へ向

、 。かわせた理由のひとつが ラッコなどの毛皮です
その 商業的価値から「柔らかい金」ともよばれた
この毛皮を求めて、 世紀初頃にはロシアの毛皮18
商人たちの千島列島の南下がはじまりました。か
れらの 活動が盛んになるにつれ、物資補給地、
交易地としての日本との関係構築が喫緊の課題と
なりました。一方、ロシア人がエトロフ島やウル
ップ島辺りに渡来し、アイヌと交易するような状
態を危惧した幕府は、国防対策を急ぎます。 嘉兵
衛は幕府の要請を受けて、エトロフ島とクナシリ
島間の安全な航路を発見したり新たな漁場を開く
など、北方の開拓者としても功績を残しました。

年 月〔和暦 、ロシア使節レザノフが長1804 9 〕
崎に来航し、幕府に通商を求めましたが、 幕府は
その要求を拒否します。レザノフは武力行使で日

、 、本側に通商を認めさせようと 本国の許可も得ず
部下のフヴォストフらに命じてサハリンやエトロ
フ島の日本人居住地を襲撃させました（文化露寇

）。 、：フヴォストフ事件 この攻撃で日本側は驚愕し
東北諸藩の兵を動員して厳戒態勢を取ります。

1811 8 6日露間の緊張が高まる中、 （文化 ）年

嘉兵衛とゴローニン像・高田屋嘉兵衛公園



月、海軍省の
命令を受けて
千島海域の地
理を調査中で
あったロシア
皇帝艦ディア
ナ号のゴロヴ
ニン艦長が、
クナシリ島で
水・食料の補
給を得ようと
上 陸 し た 途
端、日本側警
備隊に拿捕さ
れるという事
件がおこりま
した。

副艦長リコ
ルド率いるデ
ィアナ号は
日本側の砲撃
に遭い、一旦
救出を断念
して帰国しま
す。その翌年

八 月に再びクナシリ沖に来航し、日本人漂流民
を介して交渉を試みますが日本側は拒否、困り果
てたリコルドは海上を航行する日本船から艦長の
消息を聞き出そうと、偶然近くを通りかかった嘉
兵衛の船を捕らえ、カムチャツカに連行抑留しま
す。

、囚われの嘉兵衛とリコルドは同じ部屋で寝起きし

｢一冬中に二人だけの 言葉をつくって｣交渉、嘉兵
衛はリコルドに、一連の蛮行事件はロシア政府が
許可も関知もしていないという政府高官名義の証
明書を日本側に提出するようにと説得、その言葉

、を聞き入れたリコルドは嘉兵衛と共に日本に戻り
嘉兵衛を両国の仲介役として、遂にゴロヴニン釈
放にいたる和解を成し遂げました。

晩年は、故郷淡路島にもどり、港や道路の修築な
、 、 （ ） 、ど 郷土のために力を尽くし 文政 年1827 10

自宅で静かにその生涯を閉じました。

世紀を迎えた地球上では、いまだに民族間の21
。 「 」衝突や紛争が絶えません 他者を思いやる 寛容

や「共生」という崇高な理念が叫ばれますが、国
、家間の頑迷な利害や憎悪といった負の連鎖の前で

私たち人類は本当にそうした高みに立つことがで
きるのか、その困難に心が折れそうにさえなりま
す。高田屋外交という嘉兵衛の事績がいまなおそ
の輝きを失わないのは、そのような絶望の淵にあ
っても、人間はわかり合える、互いを信頼するに
値する生命体であるという勇気を私たちに与えて
くれるからではないでしょうか。リコルドはその
著書の中で 嘉兵衛を次のように称えています 日、 。「
本にはあらゆる意味で人間という崇高な名で呼ぶ
に相応しい人物がいる」

http://www.takataya.jp/nanohana/kahe_abstract/kahe.htm

辰悦丸の嘉兵衛・高田屋顕彰館



高田屋嘉兵衛は以上のような記述から察するに、ずば抜けた能力、胆力を持ち合わせていたようだ。もっともそう
でなくては大黒屋光太夫と言い、高田屋嘉兵衛と言い、自ら望んだことではないけれど、当時ほとんど知られていな
い異国・ロシアとの交渉などできるわけがない。

ところで北前船の航路だが、当時の大阪から瀬戸内海を西へ向かい、下関で日本海に入って、日本海沿岸を北上
して当時の蝦夷地、つまり北海道へ、時には樺太、千島列島にまで及んだ。そして蝦夷地で昆布などを積み込み、ま
た日本海沿岸を南下しつつ商いを続け、一年をかけて大阪まで帰ってきた。

特筆すべきは北前船は単なる運搬船ではなく、船自体が商社であり、船頭、船主は日本海を、蝦夷の海を乗りきる
優秀な船乗りであり商社マンだったということである。

北海道小樽の平田商店の引き札



大阪安治川河口に集まる船、うしろに米蔵が見える



大阪（大坂）の安治川河口は北前船が行き来して、越前、越中そして越後はもちろん、酒田、秋田などの米どころ
から米を積んで「天下の台所」と言われてた各藩の米蔵に米を運んだ。当然高田屋嘉兵衛の持つ北前船も同様な商
いをしていた。



L piza

大黒屋光太夫は 「おろしや国酔夢譚」では、
江戸で幽閉生活を余儀なくされたことになっ
ている。一方、高田屋嘉兵衛の晩年だが、故
郷淡路島にもどり、貯めた財を惜しげもなく
投資して、港や道路の修築など、郷土のため
に力を尽くしたと言われている。

そして （文政 ）年、自宅で静かにそ1827 10
の生涯を閉した。

彼の墓は小高い丘の中腹にあったが、あま
りにも質素な墓なのに筆者は驚いた。

淡路島・洲本市にある高田屋嘉兵衛の墓


